
 

福島鑄郎コレクション ―― その背景と概要 

 宗像和重 

 福島鑄郎コレクションは、現在、早稲田大学図書館が所蔵している、福島鑄郎氏旧蔵資料

を指す。福島氏は、著名な雑誌収集家・研究者で、1936 年に生まれ、2006 年に白血病のた

め 70 歳で逝去された。高校卒業後、さまざまな職業につきながら、近代日本の雑誌の収集

に全ての労力と金銭を費やし、収集した雑誌は一万数千冊にのぼる。 

 その中心をなしているのが、占領期に刊行された約六千冊の雑誌である。日本の占領期の

雑誌コレクションといえば、アメリカ・メリーランド大学のプランゲ文庫が名高いが、福島

コレクションにはプランゲ文庫に所蔵されていない雑誌も多く、文字通り、戦後雑誌研究の

宝庫である。また、福島氏自身、1977 年にプランゲ文庫を訪れており、日本のプランゲ文

庫研究の草分けの一人といって過言ではない。福島氏の熱意と、彼が残したコレクションは、

今後の占領期研究に大きな恩恵を与えることになるだろう。 

 

 

 

Introduction to The Fukushima Juro Collection: Its History and Background 

 Kazushige MUNAKATA 

 This paper introduces the history and the background of Fukushima Juro Collection of 

Waseda University Library. Fukushima was known as the leading authority of a magazine 

collector and a researcher. Born in 1936, he devoted his enthusiasim to collecting the 

magazines published in modern Japan until his death in 2006. His collection contains more 

than ten thousand magazine titles and there are about 6000 titles circulated in Occupation 

period. Some of them are not even in the Gordon W. Prange Collection of Maryland 

University. There is no doubt that his achievement would be a significant gift for researchers 

of the new millenium. 


